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大型車混入率：15%未満なら普通 



選択科目   疲労・塩害 
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技術部門   2013 年 問題 B 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

問 1 に つ い て  

橋 梁 は 供 用 後 3 8 年 が 経 過 し た 、 中 部 地 方 内 陸 部 に

位 置 す る 鋼 橋 で あ る 。 鋼 橋 の 床 版 は 、 供 用 2 3 年 目 に

上 面 増 厚 工 法 に よ り 補 強 し 、 そ の 後 1 5 年 が 経 過 し て 、

床 板 の 下 面 に ひ び 割 れ を 生 じ た 。 ひ び 割 れ の 原 因 は 、

塩 害 ・ 凍 害 も 考 え ら れ る が 、 床 板 疲 労 劣 化 と 推 定 さ れ

る 。 舗 装 面 に 噴 出 し た 泥 土 状 の 物 質 は 、 舗 装 か ら 染 み

込 ん だ 水 が 橋 面 防 水 工 が 無 い た め に 、 床 版 ひ び 割 れ に

入 り 込 ん で 噴 出 し た と 推 察 さ れ る 。 従 っ て 、 舗 装 ・ 床

版 に は 、 ひ び 割 れ が 生 じ て い る と 考 え ら れ る 。 床 版 内

に 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 が 浸 透 す る と 、 劣 化 が 著 し く 促 進

さ れ る が 、 全 塩 化 物 イ オ ン の 量 は 1 . 0 k g / m 3 の た め 、

鉄 筋 の 腐 食 発 生 限 界 塩 化 物 イ オ ン 量 は 超 え て い な い 。

コ ア の 内 部 観 察 結 果 か ら 、 泥 土 状 の 物 質 は 既 設 コ ン ク

リ ー ト ( 以 下 既 設 床 版 ) が 泥 土 化 し た 可 能 性 が 高 い 。  

再 劣 化 の 原 因 は 、 既 設 床 版 と 増 厚 コ ン ク リ ー ト ( 以

下 増 厚 床 版 ) が 一 体 化 し て い な い た め 、 十 分 な 曲 げ 剛

性 が 確 保 さ れ ず 、 設 計 通 り に 外 力 に 抵 抗 で き な か っ た

と 推 定 さ れ る 。 こ れ は 、 コ ア の 内 部 で 既 設 床 版 と 、 増

厚 床 版 の 縁 が 切 れ て い る 事 か ら 判 断 で き る 。  

床 版 の 剛 性 不 足 は 、 車 両 走 行 時 の 床 版 の 変 位 測 定 に

よ っ て 確 認 で き る た め 、 大 型 車 混 入 率 が 高 い こ と か ら 、

交 通 量 に 応 じ た 曲 げ 剛 性 を 調 査 す る 。 ま た 、 凍 結 防 止

剤 を 散 布 し て い る 事 か ら 、 既 設 床 版 の 下 部 鉄 筋 の 腐 食

状 態 と 、 内 部 の 塩 化 物 イ オ ン 含 有 量 を 測 定 す る 必 要 が
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

あ る 。 圧 縮 強 度 試 験 に よ り 、 床 版 の 強 度 も 確 認 す る 。  

問 2 に つ い て  

こ の 橋 梁 を 今 後 5 0 年 間 供 用 す る た め に 、 必 要 な 対

策 工 を 立 案 す る 。 既 設 床 版 は 泥 土 化 し て い る 事 か ら 、

加 速 期 ～ 劣 化 期 に 相 当 す る 。 劣 化 が 進 ん で い る た め に 、

床 版 と し て の 機 能 は あ ま り 期 待 で き な い 。 増 厚 床 版 は 、

調 査 結 果 を 考 慮 す る 必 要 が あ る が 、 現 状 で は 健 全 性 を

保 っ て い る と 推 察 さ れ る 。 そ れ な ら ば 、 上 部 の 塩 化 物

イ オ ン の 侵 入 を 防 げ ば 、 床 版 と し て の 機 能 回 復 を 期 待

で き る 。 従 っ て 、 連 続 通 行 止 め も 可 能 な た め 、 増 厚 床

版 に さ ら に 上 面 増 厚 を 行 い 、 床 版 と し て の 疲 労 抵 抗 性

を 回 復 さ せ 、 塩 化 物 イ オ ン の 侵 入 を 防 止 す る た め に 防

水 工 も 行 う 工 法 が 考 え ら れ る 。 な お 、 床 版 内 に 塩 化 物

イ オ ン が 侵 入 し て い る 事 や 、 既 設 床 版 の 劣 化 状 況 を 考

え る と 、 今 後 の 点 検 を 継 続 し 、 床 版 打 替 を 行 う 事 も 想

定 し て お く 必 要 が あ る 。 上 面 増 厚 工 と 、 打 替 工 の 5 0

年 間 の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト を 算 定 し て 工 法 を 決 定 す

る 。  

今 後 橋 梁 を 安 全 ・ 安 心 に 供 用 し て い く た め に は 、 点

検 結 果 、 補 修 ・ 補 強 工 法 の 記 録 を 残 し 、 定 期 的 に 点 検

を 継 続 し て い く 必 要 が あ る 。  

 


